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問1 メダカの尾びれを顕微鏡で観察したところ、尾びれの骨の間に網目状に広がる毛細血管が確認できました。この血管の中を一定の向きに流れて
いる、小さな丸い粒のような成分の名称を答えなさい。 （2017年 福岡公立入試 類似）

1. 赤血球 2. 白血球 3. 血小板 4. 血しょう

問2 凸レンズを用いた実験において、光軸に平行な光をレンズに入射させたとき、光がレンズで屈折した後に集まる光軸上の一点を何と呼ぶか。ま
た、レンズの中心からその点までの距離を何と呼ぶか。適切な組み合わせを選びなさい。 （2014年 福岡公立入試 類似）

1. 一点を焦点と呼び、距離を焦点距
離と呼ぶ

2. 一点を像点と呼び、距離を焦点距
離と呼ぶ

3. 一点を焦点と呼び、距離を実像距
離と呼ぶ

4. 一点を屈折点と呼び、距離を光軸
距離と呼ぶ

問3 観測の結果、15時と16時の気温はいずれも21℃で一定であったが、湿度は15時の60％から16時には56％へと低下していた。この1時間におい
て、空気1m³あたりの水蒸気の質量はどのように変化したか、正しい数値と説明の組み合わせを選びなさい。なお、21℃における飽和水蒸気量
は17.0g/m³とする。 （2025年 福岡公立入試 類似）

1. 0.68g減少した 2. 0.68g増加した 3. 4.0g減少した 4. 4.0g増加した

問4 植物の体内における物質の運搬について述べた文として、正しいものはどれか。 （2020年 福岡公立入試 類似）

1. 光合成で作られた養分は、水に溶
けやすい物質に変化して師管を通る
。

2. 光合成で作られた養分は、水に溶
けにくい物質のまま師管を通る。

3. 根から吸収された水は、肥料分と
ともに師管を通って葉まで運ばれる
。

4. 維管束の中にある師管は、主に水
や無機養分を運ぶ役割を担っている
。

問5 多くの物質は、液体から固体へと状態変化するときに体積が変化します。ろうを用いてこの性質を確かめる際、状態変化の前後で変化しない物
理量と、変化する密度の関係について説明したものとして正しいものはどれですか。 （2016年 福岡公立入試 類似）

1. 質量は変化しないが、固体になる
と体積が減るため、密度は液体より
も大きくなる

2. 質量は変化しないが、固体になる
と体積が増えるため、密度は液体よ
りも小さくなる

3. 体積は変化しないが、固体になる
と質量が増えるため、密度は液体よ
りも大きくなる

4. 体積は変化しないが、固体になる
と質量が減るため、密度は液体より
も小さくなる

問6 葉の断面を顕微鏡で観察したとき、道管や師管が集まって束になっている維管束を確認することができる。葉の維管束において、養分が通る師
管はどのような位置にあるか。 （2020年 福岡公立入試 類似）

1. 葉の表側（上側）に近い方に位置
している

2. 葉の裏側（下側）に近い方に位置
している

3. 維管束のちょうど中心に位置して
いる

4. 柵状組織の内部に点在している

問7 物質は、大きく分けて1種類の物質からなる純物質と、いくつかの物質が混ざり合った混合物に分類されます。このうち、水や二酸化炭素のよう
に、2種類以上の原子が結びついてできている純物質のことを何といいますか。 （2018年 福岡公立入試 類似）

1. 化合物 2. 単体 3. 混合物 4. 分子

問8 摩擦や空気抵抗が無視できる理想的な条件下において、物体が持つ「位置エネルギー」と「運動エネルギー」の和が常に一定に保たれるという
法則を何といいますか。 （2023年 福岡公立入試 類似）

1. 力学的エネルギー保存の法則 2. 慣性の法則 3. 作用・反作用の法則 4. 質量保存の法則

問9 オオカナダモの細胞とヒトの細胞を顕微鏡で観察して比較したとき、植物であるオオカナダモの細胞にのみ見られる外観上の特徴として、最も
適切な説明を選びなさい。 （2016年 福岡公立入試 類似）

1. 細胞の最も外側を縁取る厚みのあ
る境界線が見られる

2. 細胞の形が不規則で、隣り合う細
胞との境界が薄い

3. 細胞の内部で養分をつくるための
呼吸が常に行われている

4. 細胞膜が一番外側の層として細胞
全体を包んでいる

問10 スタンドに吊るしたばねの先端に指標を取り付け、ものさしでばねの長さを測定する実験を行います。ばねに重りをつるして引き伸ばした状態
から、重りを取り外したときに観察される現象として最も適切なものはどれですか。 （2024年 福岡公立入試 類似）

1. 指標が移動し、ばねが実験開始時
の長さまで戻る。

2. 指標はその位置で止まり、ばねは
伸びたままの状態を維持する。

3. 指標がさらに下がり、ばねがさら
に伸び続ける。

4. ばねの長さは変わらず、指標だけ
が重力で落下する。

問11 水とエタノールの混合物を加熱して、最初に出てくる蒸気を冷却して液体を集めたところ、もとの混合物よりもエタノールの濃度が高い液体が
得られました。このように、蒸留によって物質を分離できる理由として正しいものはどれですか。 （2021年 福岡公立入試 類似）

1. 物質によって沸点が異なり、沸点
の低い物質の方が先に気体になりや
すいため

2. 物質によって密度が異なり、軽い
物質の方が先に気体へと変化するた
め

3. 物質によって比熱が異なり、温ま
りやすい物質の方が先に蒸発するた
め

4. 物質によって引火点が異なり、燃
えやすい物質の方が気体になりやす
いため

問12 細長く葉先が尖った形状をしており、葉の表面に縦方向に沿って複数の線が走っている植物の観察結果について、その植物の分類と名称の組み
合わせとして適切なものはどれか。 （2026年 福岡公立入試 類似）

1. 単子葉類であり、その葉脈は平行
脈である。

2. 単子葉類であり、その葉脈は網状
脈である。

3. 双子葉類であり、その葉脈は平行
脈である。

4. 双子葉類であり、その葉脈は網状
脈である。

問13 アブラナのような双子葉類に共通して見られる、葉脈の広がり方と根のつくりの組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2026年 福岡公立入試

類似）

1. 網目状に広がる網状脈と、太い主
根から細い側根が出ているつくりの
組み合わせ

2. 平行に並ぶ平行脈と、太い主根か
ら細い側根が出ているつくりの組み
合わせ

3. 網目状に広がる網状脈と、細い根
がたくさん出ているひげ根のつくり
の組み合わせ

4. 平行に並ぶ平行脈と、細い根がた
くさん出ているひげ根のつくりの組
み合わせ
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

赤血球

毛細血管の中を流れる小さな粒状の成分は赤血球です。赤血球はヘモグロビンを含んでおり、
酸素を運ぶ役割を持っています。顕微鏡でメダカの尾びれなどを観察すると、非常に細い毛細
血管の中を赤血球が列をなして流れる様子をリアルタイムで確認することができます。

問2 答え 1

一点を焦点と呼び、距離を焦点距離と呼ぶ

凸レンズの性質として、光軸に平行に入射した光は、レンズを通った後に必ず光軸上の一点に
集まるように屈折します。この点を焦点と定義し、レンズの中心から焦点までの距離を焦点距
離と定めています。これは凸レンズの最も基本的な光学特性の一つです。

問3 答え 1

0.68g減少した

気温が21℃で一定であるため、飽和水蒸気量は17.0g/m³のまま変化しない。15時の水蒸気量
は 17.0 × 0.60 = 10.20g であり、16時の水蒸気量は 17.0 × 0.56 = 9.52g
である。この差を求めると 10.20 - 9.52 = 0.68 となり、水蒸気量が0.68g減少したことが
導き出せる。また、気温（飽和水蒸気量）が一定で湿度が下がったことから、水蒸気量が減少
したと判断することも可能である。

問4 答え 1

光合成で作られた養分は、水に溶けやすい物

質に変化して師管を通る。

光合成によって葉で作られたデンプンなどの養分は、そのままでは移動しにくいため、水に溶
けやすい物質に変えられてから師管を通って運ばれる。水や肥料分が通るのは道管であり、こ
れらが集まった組織が維管束である。

問5 答え 1

質量は変化しないが、固体になると体積が減

るため、密度は液体よりも大きくなる

状態変化において、物質をつくる粒子の種類や数は変わらないため、質量は常に一定に保たれ
ます。ろうなどの多くの物質では、液体よりも固体の方が粒子が規則正しく密に並び、体積が
小さくなる性質があります。質量が一定のまま体積が小さくなると、単位体積あたりの質量で
ある密度は大きくなります。この性質により、同じ物質であっても状態によって浮き沈みが生
じます。

問6 答え 2

葉の裏側（下側）に近い方に位置している

葉の断面にある維管束において、水が通る道管は表側（上側）に、養分が通る師管は裏側（下
側）に位置している。茎の維管束では道管が内側、師管が外側に位置しており、それが葉へと
繋がっているためこのような配置になる。

問7 答え 1

化合物

1種類の原子だけでできている純物質を単体と呼ぶのに対し、2種類以上の異なる原子が化学結
合によって結びついてできている純物質を化合物と呼びます。混合物は複数の純物質が混ざっ
たものであり、概念が異なります。

問8 答え 1

力学的エネルギー保存の法則

物体が運動する際、物体が持つ位置エネルギーと運動エネルギーを合わせたものは力学的エネ
ルギーと呼ばれます。摩擦や空気抵抗などの外部からの抵抗がない場合、位置エネルギーが減
少した分だけ運動エネルギーが増加するため、その合計は常に一定に保たれます。

問9 答え 1

細胞の最も外側を縁取る厚みのある境界線が

見られる

植物細胞であるオオカナダモには細胞壁があるため、細胞の最も外側に厚い境界線が観察され
、細胞同士が規則正しく並んで見えます。これに対し、ヒトなどの動物細胞には細胞壁がなく
細胞膜が外側にあるため、境界線は薄く、形も植物細胞ほど規則的ではありません。

問1
0

答え 1

指標が移動し、ばねが実験開始時の長さまで

戻る。

ばねには変形するともとの形に戻ろうとする「弾性」があるため、引き伸ばす原因となってい
た重り（外力）を取り除くと、ばねは縮んでもとの長さに戻ります。このとき、ばねの先端に
取り付けられた指標も連動してもとの位置まで移動します。

問1
1

答え 1

物質によって沸点が異なり、沸点の低い物質

の方が先に気体になりやすいため

蒸留は、物質固有の性質である「沸点」の差を利用した分離法です。エタノールの沸点は約78
℃、水の沸点は約100℃であるため、混合物を加熱すると沸点の低いエタノールがより低い温
度で気体になりやすく、その結果、先に蒸発してきた成分を冷やすことで特定の物質を濃縮し
て取り出すことができます。

問1
2

答え 1

単子葉類であり、その葉脈は平行脈である。

スズメノカタビラに見られるような「細長い形状」「縦方向に走る複数の線」という特徴は、
平行脈を持つ植物に特有の観察ポイントである。平行脈を持つ植物は、発芽した際の子葉が1
枚である単子葉類に分類される。網状脈は双子葉類に見られる網目状の構造を指すため、この
観察結果には合致しない。

問1
3

答え 1

網目状に広がる網状脈と、太い主根から細い

側根が出ているつくりの組み合わせ

双子葉類の大きな特徴として、葉の脈が網目状になっている「網状脈」であることと、根が中
心となる「主根」とそこから枝分かれする「側根」から成っていることが挙げられます。対し
て、平行脈やひげ根は単子葉類に見られる特徴です。


